
議
員

自
動
販
売
機
の
普
及

や
使
い
捨
て
製
品
の
増
大
な

ど
も
あ
り
、
ご
み
の
不
法
投

棄
が
後
を
絶
た
な
い
。
最
近

は
、
人
目
に
つ
か
な
い
場
所

へ
の
廃
家
電
製
品
や
産
業
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
が
全
国
的

に
増
加
し
て
い
る
。
不
法
投

棄
は
環
境
汚
染
の
連
鎖
に
つ

な
が
り
、
元
の
環
境
に
戻
す

に
は
莫
大
な
費
用
と
時
間
が

か
か
る
。
本
市
は
不
法
投
棄

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

職
員
に
よ
る
週

二
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
警
察

署
・
湘
南
地
区
行
政
セ
ン
タ

ー
と
の
年
六
回
の
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
、
美
化
推
進
委
員
・

自
治
会
等
か
ら
の
通
報
な
ど

に
よ
り
不
法
投
棄
の
情
報
を

得
て
い
る
。
通
報
等
が
あ
っ

た
場
合
は
、
現
場
へ
赴
き
不

法
投
棄
箇
所
の
確
認
、
不
法

投
棄
物
の
種
類
、
量
等
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。
な
お
、

十
三
年
度
の
通
報
は
二
三
六

件
で
あ
っ
た
。

議
員

不
法
投
棄
物
の
撤
去

等
の
処
理
は
誰
が
行
う
こ
と

に
な
る
の
か
。

環
境
部
長

公
共
用
地
に
あ

っ
て
は
、
国
・
県
・
市
が
そ

れ
ぞ
れ
不
法
投
棄
物
の
撤
去

を
行
っ
て
い
る
。
民
有
地
の

場
合
は
、
原
則
と
し
て
土
地

の
所
有
者
等
に
処
理
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。

議
員

不
法
投
棄
さ
れ
た
場

所
に
関
係
な
く
、
そ
れ
が
一

般
廃
棄
物
な
ら
ば
処
理
責
任

は
市
に
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

環
境
部
長

本
市
で
は
、
廃

棄
物
処
理
法
の
規
定
の
中
の

土
地
の
管
理
責
任
等
に
基
づ

き
、
土
地
の
所
有
者
、
占
有

者
ま
た
は
管
理
者
に
、
当
該

土
地
に
廃
棄
物
が
捨
て
ら
れ

な
い
よ
う
、
あ
る
い
は
廃
棄

物
処
理
の
自
己
責
任
に
つ
い

て
条
例
で
定
め
て
い
る
。
こ

れ
は
近
隣
各
市
と
も
同
様
の

内
容
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

不
法
投
棄
物
の
撤
去
等
に
か

か
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
、

民
有
地
に
つ
い
て
は
原
則
土

地
所
有
者
が
負
担
す
べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
市
で
処
理
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

議
員

平
成
十
三
年
四
月
か

ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
、
家
電
四
品
目
は
廃
棄
す

る
際
に
排
出
者
が
費
用
を
負

担
し
、
処
理
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
、
不
法
投
棄

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る

側
面
も
あ
る
と
思
う
が
、
こ

の
四
品
目
に
つ
い
て
不
法
投

棄
の
実
態
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

環
境
管
理
課
で

処
理
し
た
も
の
が
、
十
三
年

度
は
六
七
個
と
前
年
度
比
一

五
個
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
部
署
で
処
理
し

た
も
の
は
九
二
個
あ
っ
た
。

議
員

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

は
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電

四
品
目
の
回
収
費
に
つ
い
て

触
れ
て
い
な
い
が
、
だ
れ
が

負
担
す
べ
き
と
考
え
て
い
る

の
か
。

環
境
部
長

投
棄
者
の
責
任

で
回
収
、処
理
す
べ
き
だ
が
、

投
棄
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
市
が
対
応
す

る
場
合
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

議
員

こ
の
法
律
は
、
処
理

費
用
を
排
出
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の

仕
組
み
を
改
善
し
な
け
れ
ば

不
法
投
棄
は
な
く
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
市
は
国
へ
働

き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

法
の
附
則
で
、

施
行
後
五
年
経
過
時
の
状
況

に
よ
り
検
討
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
処

理
費
の
前
払
い
制
へ
の
変
更

を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

と
と
も
に
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
も
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

国
が
、
通
称
自
動
車

Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
を
改
正
し

た
こ
と
に
伴
い
、
県
も
生
活

環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
を
一
部
改
正
し
、
十
五
年

十
月
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
等
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
で
、
排
出
ガ
ス

中
の
粒
子
状
物
質
の
量
が
基

準
に
不
適
合
な
車
両
に
つ
い

て
、
県
内
外
を
問
わ
ず
運
行

が
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
基
準

を
ク
リ
ア
す
る
に
は
適
合
車

へ
の
買
い
替
え
か
粒
子
状
物

質
減
少
装
置
の
装
着
が
必
要

と
な
る
。
運
送
業
界
で
は
、

企
業
の
存
続
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
大
き
な

負
担
で
あ
る
が
、
市
は
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

環
境
部
長

経
済
情
勢
が
低

迷
し
て
い
る
中
で
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
等
を
多
く
所
有
す
る

運
送
業
界
に
と
っ
て
は
、
大

変
深
刻
な
事
態
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
県
内
約
三

八
〇
万
台
の
自
動
車
か
ら
排

出
さ
れ
る
有
害
物
質
が
健
康

へ
悪
影
響
を
与
え
て
お
り
、

特
に
粒
子
状
物
質
は
、
発
が

ん
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
積
極

的
に
排
出
ガ
ス
対
策
や
低
公

害
車
の
導
入
を
促
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
県
条
例
の
改
正

で
は
規
制
強
化
に
加
え
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
排
出
ガ
ス
改
善

促
進
資
金
融
資
や
天
然
ガ
ス

車
補
助
金
制
度
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
市
も
県
条
例
の

適
正
な
運
用
を
図
り
環
境
基

準
の
達
成
の
た
め
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

県
は
今
回
の
条
例
改

正
に
伴
う
規
制
強
化
の
一
方

で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
を
買
い

替
え
る
費
用
の
融
資
と
利
子

補
給
等
を
行
う
制
度
も
設
け

た
。
し
か
し
、
融
資
限
度
額

や
期
間
等
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
支
援
策
が
求

め
ら
れ
る
。
市
の
融
資
制
度

で
考
え
ら
れ
る
も
の
を
伺
い

た
い
。

経
済
部
長

本
市
の
融
資
制

度
で
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の

買
い
替
え
に
当
た
っ
て
、
中

小
企
業
融
資
制
度
の
生
産
性
・

品
質
向
上
資
金
が
該
当
し
、

限
度
額
は
二
〇
〇
〇
万
円
、

利
率
は
二
・
四
％
、
融
資
期

間
は
七
年
以
内
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
資
金
に
対
す
る
利

子
補
給
は
払
込
利
息
の
二
分

の
一
を
融
資
完
済
ま
で
補
助

す
る
と
と
も
に
信
用
保
証
料

の
補
助
も
最
高
二
〇
万
円
ま

で
可
能
で
あ
る
。

議
員

今
年
度
か
ら
整
備
が

始
め
ら
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
が
完
成
す
る
と
、
ご
み

の
排
出
方
法
は
大
き
く
変
更

さ
れ
る
の
か
。

環
境
部
長

現
在
の
分
別
方

法
と
大
き
く
変
わ
る
の
は
、

新
た
に
資
源
化
を
行
う
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
類
の
み
で
あ
る
。
排
出
方

法
や
排
出
日
等
若
干
の
変
更

は
想
定
さ
れ
る
が
、
で
き
る

だ
け
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
収
集
は
月
に
四
回
行
っ

て
お
り
、
平
均
で
一
回
一
〇

�
弱
、
多
い
時
に
は
一
〇
�

を
超
え
る
量
が
集
ま
る
。
こ

れ
は
、
整
備
中
の
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
一
日
の
処
理
能

力
の
三
倍
前
後
に
な
る
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
量
と

処
理
能
力
の
関
係
、
ま
た
、

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
の
関
係

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

環
境
部
長

リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
計

画
処
理
能
力
は
一
日
五
時
間

稼
働
で
三
・
五
�
を
想
定
し

て
い
る
。
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

は
、
七
�
以
上
を
貯
留
で
き

る
広
さ
で
計
画
し
て
い
る
。

な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
類
や
缶
類
の
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
活
用
し
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
一
時
貯
留
も
考

え
て
い
る
。
確
か
に
収
集
時

に
一
〇
�
以
上
の
と
き
も
あ

る
が
、
一
週
間
か
け
て
処
理

す
る
た
め
問
題
は
な
い
と
考

え
て
い
る

議
員

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
運
営
管
理
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、

資
源
の
選
別
が
進
む
こ
と
で

付
加
価
値
が
高
ま
る
が
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
は
ど
の

程
度
影
響
が
出
る
の
か
。

環
境
部
長

環
境
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
対
す
る
啓
発
を
行
う

プ
ラ
ザ
棟
は
、
市
直
営
を
考

え
て
お
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

一
方
、
資
源
再
生
ご
み
の
中

間
処
理
を
行
う
工
場
棟
は
、

プ
ラ
ン
ト
機
器
の
総
合
的
な

運
転
管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
業
者
を
前
提
に
検

討
し
て
い
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
今
後
精
査
し
て
い

く
が
、
成
果
品
は
手
選
別
作

業
に
よ
り
さ
ら
に
付
加
価
値

が
高
ま
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員

近
隣
市
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
で
集
積
所
ま
で

ご
み
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
方
々
を
対
象
に
ご
み

の
戸
口
収
集
制
度
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
一
環
や
安
否
確
認

の
意
味
も
込
め
た
事
業
と
聞

く
。
し
か
し
、
本
市
で
は
担

当
課
が
認
定
し
た
方
の
み
の

実
施
で
あ
り
、
近
隣
市
の
よ

う
な
要
綱
は
な
く
、
制
度
と

し
て
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

ぜ
ひ
、
戸
口
収
集
を
制
度
化

す
べ
き
と
思
う
が
市
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

環
境
部
長

本
市
で
は
、
平

成
八
年
八
月
か
ら
戸
口
収
集

を
始
め
て
お
り
、
現
時
点
で

は
三
三
世
帯
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
。
近
年
の
高
齢
化

な
ら
び
に
核
家
族
化
な
ど
に

伴
い
、
近
隣
市
に
お
い
て
は

最
近
、
戸
口
収
集
の
制
度
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市

で
も
対
象
者
の
範
囲
や
世
帯

状
況
の
明
確
化
お
よ
び
収
集

方
法
や
回
数
等
を
検
討
し
、

福
祉
部
門
と
の
連
携
を
図
り
、

制
度
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

寒
川
町
の
さ
が
み
縦

貫
道
路
下
部
工
事
中
の
作
業

員
が
、
旧
海
軍
に
よ
り
製
造

さ
れ
、
地
中
に
埋
め
ら
れ
て

い
た
毒
薬
の
イ
ペ
リ
ッ
ト
で

被
災
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
発
見
現
場
の
近
隣
住

民
は
健
康
面
の
不
安
を
訴
え

て
い
る
が
、
相
模
川
を
挟
ん

で
隣
接
し
て
い
る
本
市
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
っ
て
き
た
の
か
。

助
役

本
市
に
は
、
相
模
海

軍
工
廠
の
化
学
実
験
部
が
置

か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

重
大
な
関
心
を
持
っ
て
今
回

の
経
緯
に
注
目
し
て
い
る
。

十
一
月
一
日
の
不
審
物
発
見

報
道
以
来
、
県
の
防
災
局
、

湘
南
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
、

寒
川
町
か
ら
情
報
収
集
を
行

い
事
態
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
戦
時
中
、
平
塚
に

あ
っ
た
化
学
実
験
部
の
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
の
収
集
や
そ
の

確
認
に
努
め
て
き
た
。
現
在

も
庁
内
の
危
機
管
理
対
策
会

議
を
開
き
、
情
報
の
確
認
分

析
や
本
市
の
対
応
等
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員

市
内
で
も
戦
時
中
に

作
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

毒
ガ
ス
な
ど
の
処
理
が
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
把
握

で
き
て
い
る
の
か
。

助
役

今
ま
で
こ
の
平
塚
の

跡
地
か
ら
は
、
毒
ガ
ス
弾
等

が
か
な
り
発
見
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
新
た
に
出
て
く
る

可
能
性
は
こ
れ
ま
で
の
情
報

分
析
の
結
果
か
ら
、
低
い
と

予
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
寒

川
町
で
発
見
さ
れ
た
イ
ペ
リ

ッ
ト
の
入
っ
た
瓶
は
、
製
造

作
業
を
行
っ
た
作
業
員
の
証

言
等
を
勘
案
す
る
と
、
本
市

に
は
存
在
す
る
可
能
性
が
な

い
と
考
え
て
い
る
。
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